
訪
日
客
対
応
を
強
化

鉄
道
各
社
　

旅
行
の
利
便
性
向
上

沖
縄
の
魅
力
生
か
す
集
客
事
業
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
　
　

メ
ニ
ュ
ー
開
発

県
内
最
大
級
プ
ー
ル
活
用

ラグーンリゾート名護

業
界
初
の
Ａ
Ｒ
技
術
導
入

ＤＭＣ沖縄

〝
南
国
の
大
自
然
〟を
満
喫

タピック沖縄

外
客
向
け
案
内
所
認
定

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
　

全
国
で

ヵ
所
に

京
の
冬
の
旅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

関
係
者
参
加
で
開
幕
式
典

武
将
ゆ
か
り
の
地
巡
る

京
都
　

キ
ャ
ン
ペ
に
合
わ
せ
特
別
コ
ー
ス

一休の月実績

旅館の１位は
扉温泉明神館

失
わ
れ
た
職
業
　
第

回

口
コ
ミ
温
泉
サ
イ
ト
の
ニ
フ
テ
ィ

温
浴
施
設
１
位
に
雅
楽
の
湯

Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
整
備

案
内
ボ
ー
ド
設
置

割
引
切
符
を
販
売

スプラッシュマリオットのイメージ

現
在
開
発
中
で
、
４
月
に
発
売
す
る

商
品
の
イ
メ
ー
ジ
図

園内散策プログラム「トロピカルクリニック」
デモンストレーションの様子

　
県
内
で
数
多
く
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
事
業
を
手
掛
け
る
Ｄ
Ｍ
Ｃ

沖
縄
（
那
覇
市
）
。
今
回
採

択
さ
れ
た
事
業
は
「
拡
張
現

実
（
Ａ
Ｒ
）
」
と
呼
ば
れ
る

技
術
を
活
用
し
た
沖
縄
で
の

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発

だ
。

　
Ａ
Ｒ
技
術
は
、
実
際
に
見

え
る
現
実
を
パ
ソ
コ
ン
や
高

機
能
携
帯
端
末
（
ス
マ
ー
ト

デ
バ
イ
ス
）
な
ど
を
通
し
て

拡
張
し
て
見
せ
る
技
術
。
つ

ま
り
、
実
際
の
映
像
上
に
文

章
や
動
画
な
ど
の
付
加
情
報

を
重
ね
て
見
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
同
社
は
現
在
、
Ａ
Ｒ
技
術

と
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
を
活

用
し
た
街
探
索
型
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
進
め

て
い
る
。
Ａ
Ｒ
と
ス
マ
ー
ト

デ
バ
イ
ス
を
組
み
合
わ
せ
た

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
は
業

界
初
の
試
み
と
い
う
。

　
第
一
弾
と
し
て
、
首
里
地

域
を
対
象
と
し
た
メ
ニ
ュ
ー

を
開
発
中
。
地
元
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
活
性
化
を
目
的
と

し
て
発
足
し
、
地
域
の
風
格

あ
る
景
観
づ
く
り
と
伝
統
文

化
・
技
術
の
継
承
を
通
し
て

誇
り
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
る
「
Ｎ
Ｐ
О
法
人

首
里
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
」

の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
て
い

る
。

　
首
里
城
を
中
心
と
し
た
街

中
に
約

カ
所
の
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
を
設
け
、
参
加
者

が
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
衛
星
利
用
測
位

シ
ス
テ
ム
）
と
Ａ
Ｒ
を
活
用

し
て
ポ
イ
ン
ト
を
探
す
。
到

着
す
る
と
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ

ス
に
課
題
と
と
も
に
地
域
の

歴
史
や
お
得
な
情
報
が
流
れ

る
仕
組
み
。

　
昨
年

月
に
運
用
テ
ス
ト

を
実
施
。
さ
ら
に
今
月
中
に

関
係
者
に
よ
る
最
終
チ
ェ
ッ

ク
の
実
用
テ
ス
ト
を
行
い
、

４
月
の
販
売
開
始
に
備
え

る
。

　
同
社
の
徳
田
博
之
社
長
は

「
参
加
者
が
街
中
を
回
遊
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
参
加
者

と
地
域
の
交
流
を
生
む
と
と

も
に
、
チ
ー
ム
の
一
体
感
や

ゴ
ー
ル
の
達
成
感
と
合
わ
せ

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

も
高
ま
る
」
と
意
義
を
強
調

す
る
。

　
同
社
で
は
、
首
里
地
域
に

加
え
、
２
０
１
６
年
度
中
に

宮
古
島
や
石
垣
島
、
那
覇
市

街
地
な
ど
計
７
地
域
を
網
羅

し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
そ
ろ
え
る

計
画
だ
。

　
恩
納
村
北
・
名
護
市
南
地

区
の
観
光
振
興
を
図
り
、
地

域
活
性
化
を
目
指
す
た
め
、

観
光
事
業
者
４
社
６
施
設
で

発
足
し
た「
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ

（
お
ん
な
ご
）リ
ゾ
ー
ト
ビ
レ

ッ
ジ
」。採
択
さ
れ
た
事
業
は

沖
縄
本
島
北
部
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

開
発
拠
点
に
も
な
っ
て
い
る

ラ
グ
ー
ン
リ
ゾ
ー
ト
名
護
が

経
営
す
る
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

「
オ
キ
ナ
ワ
　
マ
リ
オ
ッ
ト

　
リ
ゾ
ー
ト
＆
ス
パ
」
の
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
メ
ニ
ュ
ー
開
発
だ
。

　
同
事
業
は
、
ホ
テ
ル
の
施

設
を
利
用
し
た
「
チ
ー
ム
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
設
計
す
る
も
の
。
チ
ー
ム

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
と
は
、
目
的

を
達
成
す
る
た
め
、
効
果
的

な
組
織
作
り
や
チ
ー
ム
を
ま

と
め
る
手
法
。
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
向
上
を
図
る
方
法
と
し
て

近
年
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
同
ホ
テ
ル
で
は
県
内
最
大

級
の
屋
外
プ
ー
ル
を
利
用

し
、
チ
ー
ム
全
員
で
プ
ー
ル

に
風
船
を
浮
か
べ
て
デ
ザ
イ

ン
を
作
る「
ド
ロ
ー
ウ
ィ
ン

グ
バ
ル
ー
ン
ド
リ
ー
ム
」、綱

引
き
や
陣
地
取
り
な
ど
の
ゲ

ー
ム
を
楽
し
む
「
ス
プ
ラ
ッ

シ
ュ
マ
リ
オ
ッ
ト
」
の
２
メ

ニ
ュ
ー
を
考
案
。
さ
ら
に
沖

縄
の
伝
統
楽
器
を
練
習
し
て

合
奏
す
る「
マ
リ
オ
ッ
ト
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
」、地
元
食
材
の

買
い
出
し
か
ら
料
理
作
り
ま

で
を
体
験
す
る
「
マ
リ
オ
ッ

ト
キ
ッ
チ
ン
」も
準
備
し
た
。

　
担
当
者
の
泉
暁
夫
さ
ん
は

事
業
の
特
徴
と
し
て
「
プ
ー

ル
」
「
地
域
貢
献
」
を
挙
げ

る
。
「
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の

プ
ー
ル
を
利
用
し
た
チ
ー
ム

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
は
今
ま
で
に

な
い
メ
ニ
ュ
ー
で
画
期
的
だ

と
思
う
。
ま
た
マ
リ
オ
ッ
ト

キ
ッ
チ
ン
は
、
お
客
さ
ま
が

地
元
の
市
場
や
小
売
店
を
利

用
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

お
客
さ
ま
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
の
経
済
効
果
に
も
つ
な

が
る
」と
意
義
を
強
調
す
る
。

　
準
備
中
の
４
メ
ニ
ュ
ー

は
、

、

日
に
大
阪
と
東

京
で
開
か
れ
る
「
沖
縄
観
光

＆
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
フ
ェ
ア
」
へ
の

出
展
で
概
要
を
紹
介
す
る
。

同
ホ
テ
ル
は
す
で
に
販
売
ツ

ー
ル
の
制
作
に
入
っ
て
い

る
。
「
将
来
的
に
は
海
外
の

お
客
さ
ま
も
呼
び
込
み
た

い
」と
夢
は
広
が
っ
て
い
る
。

　
昨
年
７
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
た
東
南
植
物

楽
園
（
沖
縄
市
）
。
４
万
５

千
坪
の
広
大
な
敷
地
に
は
、

熱
帯
系
を
中
心
と
し
た
１
３

０
０
種
３
万
本
以
上
の
植
物

に
加
え
、
そ
こ
に
住
む
小
動

物
が
さ
ら
に
植
物
園
の
雰
囲

気
を
い
や
し
て
い
る
。

　
運
営
し
て
い
る
の
は
、
県

内
で
医
療
・
福
祉
施
設
な
ど

を
運
営
す
る
医
療
法
人
タ
ピ

ッ
ク
（
沖
縄
市
）
の
観
光
部

門
グ
ル
ー
プ
、
タ
ピ
ッ
ク
沖

縄
・
東
南
植
物
楽
園
。
同
社

が
提
案
し
て
採
択
さ
れ
た
事

業
は
、
同
園
の
広
大
な
敷
地

と
資
源
を
活
用
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
誘
致
事
業
だ
。

　
南
国
の
大
自
然
を
ほ
う
ふ

つ
と
さ
せ
る
雰
囲
気
の
中
、

野
外
や
園
内
の
各
施
設
を
使

用
し
て
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
各
種

各
層
の
顧
客
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
選
択
で
き
る
「
東
南
植

物
楽
園
オ
リ
ジ
ナ
ル
チ
ー
ム

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
設
計
す
る
。

　
同
事
業
で
は
、
全
員
参
加

で
目
標
を
達
成
し
た
り
チ
ー

ム
対
抗
で
勝
敗
を
競
っ
た
り

す
る
な
ど
、
多
種
類
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
、
シ
リ
ー

ズ
化
す
る
予
定
。

月
に
は

開
発
中
の
商
品
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
受
け
て
販
売
に
向

け
て
の
開
発
作
業
を
加
速
化

さ
せ
て
い
る
。

　
ま
た
同
社
が
運
営
す
る
施

設
に
、
健
康
増
進
施
設
と
し

て
位
置
付
け
て
い
る
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
施
設
「
ペ
ア
ー
レ

沖
縄
・
タ
ピ
ッ
ク
」
、
リ
ゾ

ー
ト
ホ
テ
ル
「
ユ
イ
ン
チ
ホ

テ
ル
南
城
」
が
あ
り
、
各
施

設
独
自
の
個
性
と
高
品
質
な

サ
ー
ビ
ス
に
今
回
の
事
業
を

融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
幅
広

い
顧
客
層
に
対
応
可
能
な
体

制
を
整
え
て
い
る
。

　
同
社
は
同
事
業
に
つ
い

て
、
国
内
だ
け
で
は
な
く
、

海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
視
野
に

入
れ
て
お
り
、
多
言
語
に
よ

る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
作
成
に
も
着
手
。
大

手
旅
行
会
社
を
対
象
に
し
た

モ
ニ
タ
ー
体
験
会
も
実
施
し

た
。
同
社
担
当
者
の
下
地
裕

之
さ
ん
は
「
大
規
模
で
非
日

常
の
雰
囲
気
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
る
植
物
園
全
体
を
舞

台
と
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
、
き

っ
と
お
客
さ
ま
の
満
足
感
を

満
た
せ
る
と
確
信
し
て
い

る
」
と
話
し
て
い
る
。

　
沖
縄
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
創
出
、
観
光
メ
ニ
ュ

ー
開
発
を
県
が
支
援
す
る
「
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
。
２

０
１
０
年
度
か
ら
始
ま
り
、
４
回
目
の

年
度
は

事
業

が
選
ば
れ
た
。
本
紙
で
は
３
回
に
わ
た
り
、
主
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
第
１
回
目
は
「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

メ
ニ
ュ
ー
開
発
」
を
進
め
て
い
る
３
社
の
事
業
を
レ
ポ
ー

ト
す
る
。（
詳
細
は「
沖
縄
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
検
索
）

　
浅
草
の
雷
門
の
す
ぐ
そ
ば
に

「
羅
宇
屋
」
が
あ
っ
た
の
を
覚
え

て
い
る
ひ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。

な
く
な
っ
て
か
ら
す
で
に
十
年
以

上
が
過
ぎ
る
。

　
江
戸
時
代
か
ら
続
く
店
だ
っ
た

が
、
「
羅
宇
」
な
ど
求
め
る
ひ
と

も
今
は
な
い
。
主
人
が
亡
く
な
る

と
同
時
に
店
も
閉
ま
る
と
い
う
こ

と
は
、
周
り
の
人
た
ち
に
も
分
か

っ
て
い
た
。

　
「
羅
宇
」
は
、
キ
セ
ル
の
一
部

分
を
い
う
。

　
キ
セ
ル
は
、
煙
草
を
吸
う
た
め

に
使
わ
れ
て
い
た
細
長
い
パ
イ
プ

で
あ
る
。

　
刻
み
煙
草
を
詰
め
て
火
を
付
け

る「
火
皿
」と
呼
ば
れ
る
部
分
と
、

口
に
加
え
て
煙
を
吸
う「
吸
い
口
」

の
部
分
は
真
鍮
な
ど
の
金
属
で
作

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
間
の
管
の

部
分
が
「
羅
宇
」
と
い
う
も
の
で

繋
が
っ
て
い
る
。

　
「
キ
セ
ル
」
と
い
う
言
葉
は
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
語
で
「
煙
草
を
吸
う

管
」
を
意
味
す
る
「
ク
セ
ル
」
で

は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

「
羅
宇
」
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
近
い

ラ
オ
ス
で
採
ら
れ
る「
ラ
オ
ス
竹
」

を
使
う
か
ら
「
ラ
オ
ス
」
が
訛
っ

て
「
ラ
ウ
（
羅
宇
）
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
黒
い

斑
点
な
ど
が
付
い
た
竹
で
、
日
本

の
竹
に
比
べ
て
割
れ
に
く
い
そ
う

で
あ
る
。

　
「
羅
宇
屋
」
と
は
、
も
と
も
と

こ
の
「
ラ
オ
ス
竹
」
を
交
換
し
た

り
、
中
に
溜
ま
っ
た
脂や

に

を
取
っ
て

煙
の
流
れ
を
よ
く
す
る
の
が
商
売

で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
「
羅
宇
屋
」
と
同
じ
よ

う
に
、
今
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

職
業
の
ひ
と
つ
に
「
橋
番
」
と
い

う
も
の
が
あ
っ
た
。
橋
番
は
、
も

ち
ろ
ん
「
橋
」
を
管
理
す
る
の
が

本
職
で
あ
る
が
、
副
業
も
や
っ
て

い
た
。
広
重
の
浮
世
絵
「
名
所
江

戸
百
景
　
深
川
万
年
橋
」
に
、
梁

か
ら
吊
さ
れ
た
亀
が
描
か
れ
る

が
、
こ
れ
は
万
年
橋
を
管
理
す
る

「
橋
番
」
が
飼
っ
て
い
た
亀
で
あ

る
。

　
亀
を
売
っ
て
い
る
と
い
え
ば
そ

れ
ま
で
だ
が
、
客
は
糸
を
取
っ
て

橋
か
ら
亀
を
隅
田
川
に
放
す
。

　
「
放
生

ほ
う
し
ょ
う

」
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
、
囚
わ
れ
の
生
き
物
を
放
し
て

あ
げ
る
こ
と
は
、
仏
教
の
教
え
で

功
徳
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

　
時
代
と
と
も
に
失
わ
れ
て
い
く

職
業
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
と
も
な

っ
て
失
わ
れ
て
い
く
考
え
、
言
葉

も
あ
る
。

　
浮
世
絵
な
ど
を
ぼ
ん
や
り
見
て

い
る
と
、絵
の
中
か
ら
ほ
の
か
に
、

今
は
も
う
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
江
戸
の
言
葉
や
匂
い
が
す

る
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
あ
る
。

（
中
国
学
博
士
。
大
東
文
化
大
文

学
部
准
教
授
。
著
書
に
「
漢
字
は

す
ご
い
」
＝
講
談
社
現
代
新
書
な

ど
多
数
）

（７） 第２７３６号第３種郵便物認可２０１４年（平成２６年）１月１８日（土曜日）

　
訪
日
外
国
人
旅
行
者
が
増
加
す
る
中
、
鉄
道
会
社
が

彼
ら
の
利
便
性
向
上
を
目
的
と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
施

策
を
強
化
し
て
い
る
。
こ
の
冬
、
東
西
の
鉄
道
会
社
が

新
た
に
始
め
た
施
策
３
例
を
紹
介
す
る
。

東京メトロ銀座線上野駅改札口横に設置されたウェ
ルカムボード

　
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
）
は
こ
の
ほ
ど
、
外
国

人
旅
行
者
向
け
の
観
光
案
内

所
の
認
定
制
度
に
基
づ
き
、


カ
所
を
新
規
に
認
定
し

た
。
認
定
は
立
地
・
機
能
別

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
か
れ
て

お
り
、
２
カ
所
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
変
更
も
併
せ
て
認
め
た
。

全
国
の
認
定
案
内
所
は
３
６

７
カ
所
に
な
っ
た
。
　

　
認
定
制
度
は
、
観
光
庁
が

定
め
た
指
針
に
沿
っ
て
２
０

１
２
年
度
に
導
入
。
観
光
案

内
所
か
ら
の
申
請
を
受
け
付

け
、
書
類
な
ど
を
審
査
し
て

認
定
。
外
国
人
の
訪
問
の
頻

度
な
ど
で
立
地
に
基
準
が
あ

る
ほ
か
、
外
国
語
対
応
や
提

供
す
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
な
ど

に
要
件
が
あ
り
、
立
地
・
機

能
別
に
３
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分

か
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
認
定
に
よ
り
、
英

語
、
中
国
語
、
韓
国
語
で
対

応
可
能
な
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐

す
る
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
３
」
が

７
カ
所
、
少
な
く
と
も
英
語

で
対
応
可
能
な
ス
タ
ッ
フ
が

常
駐
す
る「
カ
テ
ゴ
リ
ー
２
」

が
１
１
８
カ
所
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
の
ス
タ
ッ
フ
や
電
話
通

訳
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
英
語
に

対
応
可
能
な
「
カ
テ
ゴ
リ
ー

１
」
が
２
１
０
カ
所
に
な
っ

た
。

　
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
以
外

で
は
、
観
光
案
内
を
専
業
と

し
な
い
施
設
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど
が
運
営
す
る
施

設
で
、
一
定
の
基
準
を
満
た

す
観
光
案
内
所
を
「
パ
ー
ト

ナ
ー
施
設
」
と
し
て
認
定
。

同
施
設
は

カ
所
と
な
っ
て

い
る
。

　
認
定
を
受
け
た
観
光
案
内

所
の
一
覧
は
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

　
認
定
を
維
持
す
る
に
は
３

年
ご
と
の
更
新
手
続
き
が
必

要
。
観
光
案
内
の
質
を
確
保

す
る
た
め
で
基
準
へ
の
適
合

を
再
審
査
す
る
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
舞
妓
が
京
舞
を
披
露

本
格
的
に
修
復
し
た
秀
吉
と

ね
ね
の
木
像

　
京
都
市
観
光
協
会
は
、
Ｊ

Ｒ
グ
ル
ー
プ
な
ど
と
共
同
で

展
開
し
て
い
る
京
都
デ
ス
テ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
「
京
の
冬
の
旅
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
期
間
中
に
運
行
さ
れ

る
「
定
期
観
光
バ
ス
特
別
コ

ー
ス
う
る
わ
し
」
な
ど
の
Ｐ

Ｒ
を
強
化
し
て
い
る
。

　
同
コ
ー
ス
は
、
京
の
冬
の

旅
の
非
公
開
文
化
財
特
別
公

開
箇
所
で
、
大
河
ド
ラ
マ

「
軍
師
官
兵
衛
」
放
映
に
ち

な
ん
で
戦
国
武
将
ゆ
か
り
の

地
を
訪
ね
る
。
黒
田
官
兵
衛

と
長
政
親
子
の
位
牌
が
安
置

さ
れ
る
報
恩
寺
、
織
田
信
長

と
信
忠
親
子
の
墓
所
が
あ
る

寺
町
阿
弥
陀
寺
、
豊
臣
秀
吉

と
妻
の
ね
ね
ゆ
か
り
の
高
台

寺
、
徳
川
家
康
ゆ
か
り
の
知

恩
院
三
門
を
巡
る
ほ
か
、
料

亭
「
家
伝
」
で
昼
食
に
京
料

理
を
楽
し
め
る
プ
ラ
ン
。

　
報
恩
寺
は
、
黒
田
長
政
の

終
焉
の
地
で
、
豊
臣
秀
吉
の

逸
話
が
残
る
「
鳴
虎
図
」
の

複
製
や
信
長
、
秀
吉
の
肖
像

画
な
ど
も
特
別
に
公
開
し
て

い
る
。

　
高
台
寺
で
は
、
同
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
合
わ
せ
、
約
４
０

０
年
前
に
造
ら
れ
た
秀
吉
と

ね
ね
の
木
像
を
初
め
て
本
格

的
に
修
復
。
往
時
の
彩
や
か

な
色
合
い
が
再
現
さ
れ
、
今

回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
目
玉

と
な
っ
て
い
る
。

　
定
期
観
光
バ
ス
特
別
コ
ー

ス
は
、
「
う
る
わ
し
」
の
ほ

か
、
美
し
い
障
壁
画
を
巡
る

「
み
や
び
」
、
庭
園
美
を
訪

ね
る
「
や
す
ら
ぎ
」
、
京
都

の
豊
か
な
食
を
堪
能
す
る

「
あ
じ
わ
い
」
の
各
コ
ー
ス

を
運
行
。

　「
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
」は
、

「
特
別
公
開
妙
心
寺
と
大
徳

寺
」
と
「
国
宝
知
恩
院
三
門

と
東
寺
五
重
塔
」
を
設
定
。

名
勝
庭
園
を
巡
る
「
京
の
た

し
な
み
コ
ー
ス
」
は
「
京
の

名
物
庭
園
　
平
安
神
宮
・
大

徳
寺
大
徳
寺
聚
光
院
・
醍
醐

寺
」
を
設
定
し
た
。
「
京
都

・
東
山
花
灯
路
」
に
合
わ
せ

て
は
、
定
期
観
光
バ
ス
特
別

コ
ー
ス
「
夜
の
コ
ー
ス
」
を

設
定
し
た
。

　
京
都
市
と
京
都
市
観
光
協

会
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は

日
、
高
台
寺
方
丈
（
京
都
市
東
山

区
）
で
京
都
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
京

の
冬
の
旅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
た
。
大
手
旅
行
会

社
や
関
西
私
鉄
の
代
表
者
、

地
元
の
観
光
関
係
者
が
出
席

し
た
。

　
冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し

て
、
門
川
大
作
・
京
都
市
長

と
柴
田
信
・
Ｊ
Ｒ
西
日
本
取

締
役
兼
常
務
執
行
役
員
営
業

本
部
長
が
あ
い
さ
つ
。

　
門
川
市
長
は
「
『
京
都
は

い
つ
も
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
て
い
て
い
い
で
す
ね
』
と

よ
く
言
わ
れ
る
が
、
地
元
の

関
係
者
が
心
を
込
め
て
準
備

し
努
力
し
て
い
る
か
ら
だ
。

和
食
の
世
界
無
形
文
化
遺
産

へ
の
登
録
や
東
京
五
輪
で
注

目
さ
れ
た
『
お
も
て
な
し
』

は
京
都
の
誇
り
で
あ
る
。
情

報
発
信
に
務
め
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
柴
田
常
務
は
「
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
で
は
、
非
公
開
文
化
財

の
特
別
公
開
や
、
京
都
の
食

を
全
国
の
み
な
さ
ん
に
楽
し

ん
で
も
ら
う
。
特
に
Ｊ
Ｒ
や

地
下
鉄
、
私
鉄
の
駅
か
ら
の

エ
コ
な『
歩
く
旅
』も
提
案
。

定
期
観
光
バ
ス
特
別
コ
ー
ス

も
手
軽
に
参
加
で
き
る
シ
ョ

ー
ト
コ
ー
ス
を
初
め
て
設
定

し
た
。
ま
た
、
改
め
て
若
者

に
対
し
て
も
京
都
の
旅
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
」
と
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
成
功
を
訴
え

た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
国
の
史
跡
と
名
勝
に

指
定
さ
れ
て
い
る
高
台
寺
の

庭
園
を
バ
ッ
ク
に
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
祇

園
甲
部
歌
舞
会
の
舞
妓
が
高

台
寺
方
丈
で
京
舞
を
披
露
し

た
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
期
間
は

３
月

日
ま
で
。

　
一
休
は
６
日
、
一
休

ｃ

ｏ
ｍ
と
一
休

ｃ
ｏ
ｍ
ビ
ジ

ネ
ス
で
２
０
１
３
年

月
の

宿
泊
利
用
（
室
数
ベ
ー
ス
）

が
多
い
、
旅
館
、
ホ
テ
ル
、

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
各
上
位


施
設
を
発
表
し
た
。

　
上
位

施
設
は
次
の
通

り
。

　
旅
館
＝
１
位
扉
温
泉
明
神

館
、２
位「
四
季
の
湯
座
敷
」

武
蔵
野
別
館
、
３
位
箱
根
時

の
雫
、
４
位
熱
海
ふ
ふ
、
５

位
望
水
、６
位
箱
根
翠
松
園
、

７
位
Ｗ
Ａ
亭
風
こ
み
ち
、
８

位
星
の
や
軽
井
沢
、
９
位
鳥

羽
国
際
ホ
テ
ル
淡
路
亭
、


位
ａ
ｒ
ｃ
ａ
ｎ
ａ
　
ｉ
ｚ
ｕ

　
ホ
テ
ル
＝
１
位
ホ
テ
ル
ニ

ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
、
２
位
東
京

ド
ー
ム
ホ
テ
ル
、
３
位
ロ
イ

ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
・
ザ
・

汐
留
、
４
位
品
川
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
、
５
位
グ
ラ
ン
ド
ハ

イ
ア
ッ
ト
東
京
、
６
位
ホ
テ

ル
オ
ー
ク
ラ
東
京
、
７
位
リ

ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
、
８

位
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
、
９
位
ザ
・
プ
リ
ン
ス
・

パ
ー
ク
タ
ワ
ー
東
京
、

位

ホ
テ
ル
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ

ン
タ
ル
東
京
ベ
イ

　
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
＝
１
位

京
急
Ｅ
Ｘ
イ
ン
品
川
駅
前
、

２
位
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
ホ
テ
ル

プ
レ
ミ
ア
武
蔵
小
杉
、
３
位

ホ
テ
ル
グ
レ
イ
ス
リ
ー
銀

座
、
４
位
ア
パ
ホ
テ
ル
大
阪

肥
後
橋
駅
前
、
５
位
都
市
セ

ン
タ
ー
ホ
テ
ル
、
６
位
ヴ
ィ

ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
四
谷
、
７

位
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
四

谷
、
８
位
ダ
イ
ワ
ロ
イ
ネ
ッ

ト
ホ
テ
ル
京
都
四
条
烏
丸
、

９
位
ア
パ
ホ
テ
ル
東
京
潮
見

駅
前
、

位
レ
ム
日
比
谷

　
温
泉
や
温
浴
施
設
愛
好
家

の
口
コ
ミ
情
報
サ
イ
ト
「
＠

ｎ
ｉ
ｆ
ｔ
ｙ
温
泉
」
を
運
営

す
る
ニ
フ
テ
ィ
は

月


日
、
２
０
１
３
年
の
人
気
ラ

ン
キ
ン
グ
を
発
表
す
る
イ
ベ

ン
ト
を
東
京
・
お
台
場

で
開
催
し
た
。
全
国
総

合
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
に

は
埼
玉
県
の
杉
戸
天
然

温
泉
雅
楽
の
湯
が
選
ば

れ
た
。
温
浴
施
設
の
関

係
者
や
温
泉
ソ
ム
リ
エ

な
ど
業
界
関
係
者
が
多

数
来
場
し
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
た
。

　
ラ
ン
キ
ン
グ
は
利
用

者
か
ら
の
口
コ
ミ
評
価

や
口
コ
ミ
件
数
な
ど
を

元
に
選
出
。
全
国
総
合

ラ
ン
キ
ン
グ
、
全
国
ア
ク
セ

ス
ラ
ン
キ
ン
グ
な
ど
の
ほ

か
、
人
気
口
コ
ミ
ラ
ン
キ
ン

グ
、
エ
リ
ア
別
ラ
ン
キ
ン
グ

な
ど
を
発
表
し
た
。
上
位
に

ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
施
設
へ
の

表
彰
式
も
行
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
温
泉
ソ
ム
リ

エ
に
よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

も
行
わ
れ
、

年
の
温
泉
・

温
浴
業
界
を
振
り
返
り
、

「
お
ん
せ
ん
県
お
お
い
た
」

の
話
や
、施
設
で
の
マ
ナ
ー
、

サ
ウ
ナ
・
ロ
ウ
リ
ュ
の
ブ
ー

ム
、

年
の
未
来
予
測
な
ど

が
話
し
合
わ
れ
た
。
温
泉
評

論
家
の
郡
司
勇
さ
ん
が
選
ぶ

ベ
ス
ト
温
泉
の
発
表
な
ど
も

行
わ
れ
、
温
泉
フ
ァ
ン
と
温

浴
施
設
の
情
報
交
換
と
交
流

の
場
と
な
っ
た
。

　
阪
急
阪
神
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
は

月

日
か
ら
、
阪

急
電
鉄
や
阪
神
電
気
鉄
道
な

ど
傘
下
の
鉄
道
会
社
７
社
全

１
５
７
駅
で
、
訪
日
外
国
人

旅
行
者
向
け
の
無
料
公
衆
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
「
Ｈ
Ａ

Ｎ
Ｋ
Ｙ
Ｕ
―
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｎ
　
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
　
Ｗ

ｉ
‐
Ｆ
ｉ
」
の
提
供
を
始
め

た
。

　
同
社
の
説
明
に
よ
る
と
、

鉄
道
事
業
者
が
全
駅
で
自
社

設
備
を
使
用
し
て
訪
日
旅
行

者
向
け
に
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
を
無

料
提
供
す
る
の
は
全
国
で
初

め
て
。
ま
た
、
同
社
の
商
業

施
設
な
ど
９
施
設
で
も
利
用

で
き
る
。

　
同
社
グ
ル
ー
プ
の
鉄
道
や

商
業
施
設
を
利
用
す
る
訪
日

旅
行
者
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
（
高
機
能
携
帯
電
話
）
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
（
多
高
機
能
携

帯
端
末
）
で
簡
単
な
認
証
手

続
き
を
済
ま
せ
る
と
、
１
日

１
回

分
、
３
回
ま
で
利
用

で
き
る
。

　
同
社
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
施

策
と
し
て
実
施
し
て
い
る
阪

急
電
鉄
や
阪
神
電
鉄
の
フ
リ

ー
乗
車
券
を
購
入
し
た
訪
日

旅
行
者
は
、
３
日
間
無
制
限

で
利
用
で
き
る
。

　
同
社
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向

け
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
大
阪
・

京
都
・
神
戸
　
黄
金
路
線
３

６
０
。
」
か
ら
認
証
手
続
き

を
行
う
。
同
サ
イ
ト
は
、
英

語
と
韓
国
語
、
中
国
語
（
簡

体
字
、
繁
体
字
）
で
表
記
し

て
い
る
。

　
東
京
メ
ト
ロ
は
こ
の
ほ

ど
、
外
国
人
旅
行
者
用
の
観

光
案
内
板
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
ボ

ー
ド
」
を
銀
座
線
上
野
駅
、

丸
の
内
線
新
宿
駅
の
改
札
口

近
く
に
設
置
し
た
。

　
ウ
ェ
ル
カ
ム
ボ
ー
ド
は
、

英
語
と
中
国
語
、
韓
国
語
、

日
本
語
で
表
記
さ
れ
て
い

る
。
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
や

銀
座
、
浅
草
、
新
宿
な
ど
の

観
光
地
や
商
業
地
ま
で
の
行

程
、
地
下
鉄
の
乗
車
方
法
、

電
子
マ
ネ
ー
「
パ
ス
モ
」
や

一
日
乗
車
券
の
使
い
方
な
ど

を
記
載
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
ボ
ー

ド
に
は
東
京
観
光
に
便
利
な

各
国
語
表
記
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
路
線
図
も
備
え
付
け
ら

れ
て
い
る
。

　
同
社
で
は
今
後
も
、
訪
日

外
国
人
向
け
の
案
内
を
強
化

し
て
い
く
方
針
だ
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は

日
か

ら
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
向

け
に
成
田
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の

普
通
車
指
定
席
を
利
用
し
た

場
合
の
運
賃
と
指
定
席
特
急

料
金
を
大
幅
に
割
り
引
い
た

切
符
の
販
売
を
始
め
た
。
成

田
空
港
か
ら
成
田
エ
ク
ス
プ

レ
ス
を
利
用
し
、
途
中
で
改

札
を
出
な
か
っ
た
場
合
、
東

京
電
車
特
定
区
間
内
の
ど
の

駅
で
も
１
５
０
０
円
（
子
ど

も
７
５
０
円
）
で
行
く
こ
と

が
で
き
る
。

　
対
象
は
、
外
国
の
パ
ス
ポ

ー
ト
を
所
持
す
る
外
国
籍
の

訪
日
旅
行
者
。
Ｊ
Ｒ
成
田
空

港
駅
、空
港
第
２
ビ
ル
駅
で
、

購
入
者
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
確

認
し
た
上
で
販
売
す
る
。

　
こ
の
切
符
を
使
え
ば
、
通

常
期
で
成
田
空
港
か
ら
２
９

４
０
円
か
か
る
東
京
、
３
１

１
０
円
の
品
川
、
渋
谷
、
新

宿
、
池
袋
（
い
ず
れ
も
東
京

都
）
、
３
７
４
０
円
の
大
宮

（
埼
玉
県
）
、
４
５
０
０
円

の
大
船（
神
奈
川
県
）な
ど
、

特
定
区
間
内
の
同
社
の
全
て

の
駅
ま
で
１
５
０
０
円
で
行

く
こ
と
が
で
き
る
。
特
定
区

間
内
か
ら
成
田
空
港
駅
、
空

港
第
２
ビ
ル
駅
へ
と
向
か
う

逆
方
向
の
利
用
は
で
き
な

い
。

　
同
社
で
は
、
今
後
拡
大
す

る
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
経

済
的
な
利
便
性
を
高
め
る
こ

と
で
、
Ｊ
Ｒ
よ
り
通
常
運
賃

が
安
価
な
京
成
電
鉄
の
ス
カ

イ
ラ
イ
ナ
ー
や
リ
ム
ジ
ン
バ

ス
に
対
抗
す
る
狙
い
が
あ

る
。

【
大
城
登
志
和
】


